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本日のアジェンダ 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1. 3rd party cookieの廃止（3PCD）にともなう2024年のビジョン 

2. 3PCDにともなうユースケースをサポートするGA4の機能 

a. ユーザー提供データ 

b. プライバシーサンドボックス 

3. 3PCDにともなう広告施策環境の変化 

4. 個人情報保護法を遵守したファーストパーティデータの扱い 

5. Q＆Aコーナー（時間があれば） 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3rd party cookie deprecation（3PCD）

3rd party cookieの廃止にともなう

2024年のビジョン
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3rd Party Cookieは 2024年に廃止
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● 3rd Party Cookie の廃止はデジタル広告において最も Hot な Issue  

● Googleの関係者もインパクトの最小化に向けてほぼ全員が 

これにかかわる仕事をしている 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● そもそも何が起こるのか把握

できていない 

● 具体的にどんな解決策がある

のかわからない 

● 実際どのようなインパクトが発

生するか不透明 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● そもそも何が起こるのか把握

できていない 

● 具体的にどんな解決策がある

のかわからない 

● 実際どのようなインパクトが発

生するか不透明 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● 実際のインパクトは Google 社もまだわ

からない（検証中）

● 企業においては、対策の有無で、大き

な差が生まれてくるかもしれない



CONFIDENTIAL  9

ユーザープライバシーに関連するテクノロジーと規制の変遷

テクノロジー
の変遷

規制の変遷

2022年
改正個人情報保護法

2023年
改正電気通信事業法

Chrome
3Pクッキーの完全な廃

止を開始
2024年7月～

Safari 16.4
1Pクッキーの制限強化

2023年3月

Safari 13.1
3Pクッキーの完全な廃止

2020年

2020年
CCPA

2018年
GDPR

2024年３月
デジタル市場法（ DMA ）

Apple
IDFAの規制

2021年
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ユーザープライバシーに関連するテクノロジーと規制の変遷

テクノロジー
の変遷

規制の変遷

2022年
改正個人情報保護法

2023年
改正電気通信事業法

Chrome
3Pクッキーの完全な廃

止を開始
2024年7月～

Safari 16.4
1Pクッキーの制限強化

2023年3月

Safari 13.1
3Pクッキーの完全な廃止

2020年

2020年
CCPA

2018年
GDPR

2024年３月
デジタル市場法（ DMA ）

Apple
IDFAの規制

2021年

今年の山場 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1st Party Cookieは同一ドメインのみで使用可能（GAで使用）

3rd Party Cookieはドメインを横断して使用可能（広告で使用）

https://www.exampl
e.co.jp

A.com B.com「example.co.jp」
にアクセス

1st Party Cookieで保存
同一ドメイン内のみ参照可能

3rd Party Cookieで保存
ドメインを横断して参照が可能

自社サイト訪問者への
外部サイトでのターゲティング

広告配信が可能

【振り返り】3rd party cookieと1st party cookieについて 

11



CONFIDENTIAL 

3rd Party Cookie規制による影響 

3rd Party Cookieの規制により、ドメインをまたいでユーザーの特定を行うことができなくなりました。 

これにより、広告プロダクト、オープンDMPではサイトをまたいだユーザーの特定ができなくなり、リマーケティングが不可能になったり、ユーザー属性の精度

低下、他サイトでのユーザーの回遊などがわからなくなっています。 

A.com B.com C.com
Cookieは

ブラウザに付与される

例：Google広告を見たユーザーのブラウザCookie（3rd Party Cookie）に、「doubleclick.com」ドメインに対して 

【従来】　Cookie識別子が保存される　　← 他ドメインから参照可能　　← リマーケティングが可能　　 

【規制後】Cookie識別子が保存できない　← 他ドメインから参照不可能　← リマーケティングが不可能、ユーザーが毎回新規ユーザー 

◼ できなくなること 
 

● CV計測 
● リマーケティング 
● ユーザー属性の類推 
● アトリビューション 

 
● ターゲティング配信 

● ユーザー属性の類推 
● 他社への訪問履歴取得 

【振り返り】3rd Party Cookie規制による影響 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1st Party Cookie規制による影響 

ITP規制により、Safariではフロントエンド（Javascript）で保存した1st Party Cookieの保存期間が7日間に制限されました。8日後の訪問では新しいユーザーと

なってしまうため、カスタマージャーニーが不明瞭となり、ユーザーの定着や貢献がわからなくなる問題が発生しています。 

 

 

Cookieは
ブラウザに付与される 2日目 10日目

例：Google アナリティクスで発行したユーザー固有の識別子（クライアントID）を 

【従来】　Cookie保存期間2年間　← 翌日来訪するとこの日から2年間に更新　← 7日間以上開けて来訪しても同一のID取得が可能 

【規制後】Cookie保存期間7日間  ← 翌日来訪するとこの日から7日間に更新　← 7日間以上開けて来訪すると、新しくIDが発行 

1日目

◼ できなくなること 
 
自社と各プラットフォーマーデータに 
影響 
● ユーザーの定着 
● カスタマージャーニー分析 
● LTV分析 
● 検討期間の長いサイトでのCV貢献度分

析（広告・自社ともに） 

【振り返り】1st Party Cookie規制による影響 

13

New Visitorに 

7日間以上の間隔  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3rd Party Cookieの廃止に対応する 

3つの方向感 

推定的な機能
を使う

（フィンガープリント的な機能）

 1st Party Data
を使う

プライバシー 

サンドボックス 

を使う
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3rd Party Cookieの廃止に対応する 

3つの方向感 

推定的な機能
を使う

（フィンガープリント的な機能）

 1st Party Data
を使う

プライバシー 

サンドボックス 

を使う

【注意】 

Safari 17のプライベートブラウジングモード では、ユーザーの追跡とフィンガープリントから保護する機能を導入  

● GAをはじめ各種広告、3rd party 製品のタグが動作しなくなる  

● サイトの挙動に影響が出るケースも発生  

といった事象が発生しています。対策（サーバーサイドGTM等）を検討されたい方は、弊社営業までご相談ください
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3rd Party Cookieの廃止に対応する 

3つの方向感 

推定的な機能
を使う

（フィンガープリント的な機能）

プライバシー 

サンドボックス 

を使う

 1st Party Data
を使う
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1st Party Dataの種類

タグやモバイルSDKを
介して収集するデータ

生活者から直接
収集するデータ

サイト訪問回数  / ページ滞在時間
サイト流入元など

デバイス / OS / 興味関心など

クリックID / セッションIDなど

ログイン情報  / サービス利用金額
解約情報など

年齢 / 性別 / 職業など

メールアドレス  / 電話番号 / 住所
会員IDなど

行動

属性

識別
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● どんなに頑張っても、1st Party Dataで全

てを補完していくのは厳しい  

● 失われたデータは、機械学習で補完  

● プライバシーに配慮して、少量のデータ

から精度の高いデータをAIで予測してい

く

これまでのGAは、なるべく多くのデータを取っ

て集計していこうという世界観  

なぜ1st Party Dataが必要なのか

認識可能なデータ

認識可能なデータ

モデル化されたデータ
ファーストパーティーデータと AI活用

モデル化されたデータ
ファーストパーティーデータと AI活用

データ取得制限以前   2024年以降 

（Chromeにおいて）  

レ

ポ

I

テ

ィ

ン

グ

可

能

な

計

測

指

標 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1st Party Dataの活用で期待される効果

2倍1.5倍

BCG Global digital marketing maturity survey 2020
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● これまでは、Googleプロダクトが成長するにあたって、すべてのお客様が機能の利便性を享受でき

ていた

● 今後は、お客様がどのようなデータ（ 1st party data）をGoogleに渡すかによって精度・効果がバラ

つき始める

●  AIがどれくらい賢くなるかは、どれくらいデータを入れているかによる

● Google広告においてはかなりコアな話になってくる

「AIは入れたデータ以上に賢くならない」

AI is only as good as the data you put into it
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3rd Party Cookieの廃止に対応する 

3つの方向感 

推定的な機能
を使う

（フィンガープリント的な機能）

 1st Party Data
を使う

プライバシー
サンドボックス

を使う
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プライバシーサンドボックスとは

ウェブ向けの
プライバシー サンドボックス

Android 向けの
プライバシー サンドボックス

● プライバシーサンドボックス は、ユーザーのプライバシー保護を重視しながら、デジタルビジネスの成功

に貢献できるように Cookieなどのトラッキング技術によらない代替手段

● パブリッシャー、開発者、広告主の業界関係者と協力して開発

● 広告に関する各種APIやフィンガープリントの防止に関する提案など複数の開発が含まれています

https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/
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プライバシーサンドボックスとは

ウェブ向けの
プライバシー サンドボックス

Android 向けの
プライバシー サンドボックス

● プライバシーサンドボックス は、ユーザーのプライバシー保護を重視しながら、デジタルビジネスの成功

に貢献できるように Cookieなどのトラッキング技術によらない代替手段

● パブリッシャー、開発者、広告主の業界関係者と協力して開発

● 広告に関する各種APIやフィンガープリントの防止に関する提案など複数の開発が含まれています

2024年に本格始動 ロードマップ未定

https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/
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ウェブ向けプライバシーサンドボックスの
スケジュール

4Q
2024

3Q 1Q 2Q 3Q
2023

1%ユーザーへの
3rd Party Cookieの廃止

3rd Party Cookie の
段階的廃止

各種API一般提供
各種API

リリース前
テスト
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プライバシーサンドボックスによる 

ユーザープライバシーの変化 

これまで 

プライバシー 

サンドボックス 

API 

ユーザープライバシーは
ユーザーの中に

プライバシーサンドボックス 

ID

ID

ID



CONFIDENTIAL 

CONFIDENTIAL 

27

3rd party cookieの廃止にともなう

ユースケースをサポートするGA4の機能
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3rd party cookieの廃止にともなう
ユースケースをサポートするGA4の機能

リマーケティング

コンバージョン計測

ユーザー属性
インタレストカテゴリ

クロスデバイス計測
ユーザー提供データ
拡張コンバージョン

TOPICS API

ユーザー提供データ

ユーザー提供データ＆
拡張コンバージョン

ユーザー提供データ＆
カスタマーマッチ

Protected Audience Data API

Attribution API

ユースケース GA4の機能 リリース予定日

オープンベータ

オープンベータ

オープンベータ

オープンベータ

2024年 Q1

2024年 Q2

2024年 Q4
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ユーザー提供データ
（User Provided Data）
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タグ、MP経由でGAに送信

Google
アナリティクス

広告主様の保有する

お客様データ

Cookieレスで不足する分析データの取得・ターゲティング施策を

Googleアナリティクスにお客様データを連携することで補完する仕組み

Googleアカウント
の保有するデータ

と
マッチング

● Googleアカウントで

ログインしている

● エンドユーザー側で

Googleへのデータ提

供OKにしている

ユーザー提供データとは 

● メールアドレス
● 電話番号
● 住所

年齢・性別・興味

属性の取得

拡張コンバージョン

カスタマーマッチ

配信
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ユーザー提供データ機能の実装方法は３つ

● gtagとGTMは基本的に同じ。メールアドレス抽出は自動と手動定義あり。

● ウェブサイト面での個人情報を露出を避けるために MPでの送信にも対応。

● アプリは現時点では未対応。アプリの場合は MPでの送信が必須となる見込み。

メールアドレスを自動収集して送信する際の失敗事例：  
サイトページの一番下に問い合わせメールアドレスがあるケースで、そのメールアドレスを拾ってしまい、全ユーザーが同じメールアドレスに

紐づいてしまっていた

gTag
(自動・手動)

GTM
(自動・手動)

 

Measurement 

Protocol 

方法1 方法2 方法3
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ウェブ アプリ メールアドレス形式（※） 備考

タグ送信 ◯ ✕
生データ送信 タグ側で自動的にハッシュ＆正規化

ハッシュ化（sha256）

Google社推奨（全プロダクト共通：Google広告側と同じ）の
正規化が必要

● メールアドレスを全部小文字でないといけない
● Gメールの場合は、@も前の ”.” を取る
● Googleアカウントでも、Googleワークスペースには

対応していない
など

Measurement 
Protocol ◯ ◯

※@gmail以外のGoogleアカウントもサポート

ユーザー提供データ機能の送信方式 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● 現在はオープンベータ。 

● 一度有効化したら元には戻せない  

● ユーザー提供データ機能を有効にすると、3Pクッキーを使った機能が利用できなくなる 

○ Cookie によるデモグラの推定データ  

○ Cookie ベースのリマーケティング  

● テスト用のプロパティなどでお試しを 

 

● BQにてUIDフィールドがエクスポートされなくなる(改修予定） 

● Webのみで利用可能（アプリ対応も開発中） 

● 現時点ではUser-IDの実装が前提条件（User-ID不要での利用も改修予定） 

● Google側のデータとマッチしたデータは一定の保持期間後に破棄（保持期間は確認中） 

○ 保持期間以内に最低1回送れば更新される 

○ 保持期間すぎるとUser-IDに紐づいたメールアドレスは分からなくなる 

ユーザー提供データ機能 ご利用時の注意点 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ユーザー提供データ機能 の使用開始手順

GA4で

機能有効化

顧客データを
送信する
タグ実装

(gTag、GTM、MP)

 

実装を検証 

STEP1 STEP2 STEP3

Chromeの開発者ツールを
使用して確認可能
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▼管理＞プロパティ設定＞データの収集＞ユーザー提供データの収集

GA4で機能有効化 STEP1-1
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ハッシュ化された同意済み顧客データ

をGAへ収集することへの同意

顧客データ自動検出の
オプション設定

※カスタムディメンションへの

　顧客データ送信は許可されていません。

　BigQueryにもエクスポートされません。

GA4で機能有効化 STEP1-2
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GA4で機能有効化 

一度有効化するとポリシーが承認され
元には戻せないのでご注意ください

STEP1-3
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▼管理＞データストリーム(Webストリーム）＞タグの設定を行う＞ユーザー提供データ機能を許可する

顧客データを送信するタグ実装（gtagの場合） STEP2-1



CONFIDENTIAL  39

ユーザー提供データの取得方法

（自動・手動）を設定

顧客データを送信するタグ実装（gtagの場合） STEP2-2
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GA4と連携する
プライバシーサンドボックス

のAPI
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主なプライバシーサンドボックスの技術

Protected Audience API

Topics API

Attribution Reporting API 
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Protected Audience API（旧FLEDG）

Protected Audience APIにより、ブラウザによるデバイス上での広告オークションが可能になります。

また、インタレスト グループを使用して、ユーザーが以前にアクセスしたことのある Web サイトから関連する広告を表示できる

ようにすることで、ユーザーの興味関心をもとに、より関連性の高い広告配信を実現できます。

42

インタレストグループは、共通

する関心を持つユーザーのグ

ループを表すもので、リマー

ケティングリストに対応してい

ます。

ブラウザに記録されたインタレ
ストグループcustom-bikesが

考慮される 

ユーザーが広告主の
サイトにアクセスする

ブラウザがインタレストグ
ループを追加するよう求
められる

ユーザーが広告スペー
スを販売するサイトにア
クセスする

ブラウザで広告オーク
ションが実行される

custom-bikes 

セラーとバイヤーが、Key/Value サービスにリアルタイム
データをリクエストする

オークション結果が報告
される

広告クリックがレポートさ
れる
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ブラウザの1週間の閲覧アクティビティに基づき、ユーザーが関心を持っていると推測されるトピック（「カントリー ミュージック」、「メイク、化粧品」など）が選択

されます。選ばれるトピックは、その期間にユーザーが最も関心を持っている 5 つのトピックからランダムに抽出したものです。トピックに含まれる履歴は3週

間保持されます。広告プラットフォームからは、トピックカテゴリディメンションが追加され、ユーザーの関心の高いトピックに広告配信を行なうことができます。

毎週、ユーザーのトップ5トピックが、ブラウザの閲覧情報を使用して計算され、アクセ

スから3週間継続される

● ホスト名に対してトピックが紐づく

● サイト側からトピックスカテゴリをプッシュすることは現時

点では不可能

Topics APIの初期のカテゴリは350種類あり、

今後見直し拡大予定

● 現在のリスト一覧

自分の閲覧履歴で選択されているトピックの
確認方法

● ChromeのURLで以下を入力

chrome://topics-internals/

43

Topics API

https://github.com/patcg-individual-drafts/topics/blob/main/taxonomy_v1.md
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ブラウザの1週間の閲覧アクティビティに基づき、ユーザーが関心を持っていると推測されるトピック（「カントリー ミュージック」、「メイク、化粧品」など）が選択

されます。選ばれるトピックは、その期間にユーザーが最も関心を持っている 5 つのトピックからランダムに抽出したものです。トピックに含まれる履歴は3週

間保持されます。広告プラットフォームからは、トピックカテゴリディメンションが追加され、ユーザーの関心の高いトピックに広告配信を行なうことができます。

毎週、ユーザーのトップ5トピックが、ブラウザの閲覧情報を使用して計算され、アクセ

スから3週間継続される

● ホスト名に対してトピックが紐づく

● サイト側からトピックスカテゴリをプッシュすることは現時

点では不可能

Topics APIの初期のカテゴリは350種類あり、

今後見直し拡大予定

● 現在のリスト一覧

自分の閲覧履歴で選択されているトピックの
確認方法

● ChromeのURLで以下を入力

chrome://topics-internals/

44

Topics API

● GA4に連携される
● トピック（インタレストカテゴリ）のみ
● 年齢・性別の連携にはユーザー提供データの利用が必要

https://github.com/patcg-individual-drafts/topics/blob/main/taxonomy_v1.md
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Attribution Reporting API は、広告プラットフォームへ2 種類のレポートを送信することができます。
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イベントレベルレポート

広告のクリックや表示を大まかなコンバージョンデータに

関連付けます。

要約レポート

集計サービスを介して、キャンペーンの収益やコンバージョン

の集計データ（ノイズを含む）を取得できます。

Attribution Reporting API
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CONFIDENTIAL 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3PCDにともなう広告施策環境の変化
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広告配信の

ターゲティング精度向上

コンバージョン計測の

精度向上

広告施策環境の整備の目的  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● 新規獲得広告配信時の既存顧客除外  

● 既存顧客へのクロスセル・アップセル

配信精度の向上 

● CVのロストによる広告キャンペーンの学

習不足の改善 

● 広告成果の正確な把握  

プライバシー環境に対応した広告施策環境の整備の目的
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広告 
効果測定 

 
 

 
 

3rd Party Cookieを利用した 

コンバージョン計測不可 

サイトワイドタグ 

3rd Party Cookieを1st Party Cookie
に変換し、 

コンバージョンを測定 
（24時間以内） 

 

サーバーサイドGTM 

サーバーからコンバージョンを送信
して測定 

（広告で最大90日間 
サイトで最大400年間） 

1st　Party 
Cookieで測

定 

影響   対策  

既に計測不可 

2024年後半に計測不可 

48

ITPによる「広告配信・効果測定」への影響と対策  

コンバージョンAPI 

メールアドレス等の1st Party Dataと
媒体の保有するデータを照合するこ

とで、CV計測の精度を向上 

拡張コンバージョン 

メールアドレス等の1st Party Dataと
Googleの保有するデータを照合する

ことで、CV計測の精度を向上 
 

1st 
Party 
Dataで
補完 

広告配信 
（ターゲティング）  

 

3rd Party Cookieを利用した 

リマーケティング不可 

既に利用不可 

2024年後半に利用不可 

カスタマーマッチ 

メールアドレス等の1st Party Dataと 
媒体の保有するデータを照合して広告配信 

1st Party Dataで代
替 

コンバージョン値による最適化 
コンバージョン値を媒体にインポートし 

キャンペーンを最適化  

キャンペーンの 
最適化 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＜想定される対策手法と成果＞
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コンバージョン値の
インポートによる

広告最適化

個人情報（1st party data）を
ベースとした

精度向上・最適化
コンバージョン

計測

コンバージョン
計測

コンバージョンAPIへの対応
広告媒体で計測されるCV数が増

加し学習が最適化される

CV・売上価値などの
広告媒体へのインポート
（Value Based Bidding）

広告キャンペーンの
学習最適化

手法 期待される成果

Cookie等を活用した
精度向上・最適化

コンバージョン
サイト計測

サーバーサイド
Cookie対応

広告CVおよびサイトの
Cookie保持期間の延長

広告配信 カスタマーマッチの活用
個人情報をベースにした

オーディエンリスト作成・配信
（ターゲティング/類似/除外）
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Googleおよび各媒体における手法について  

  手法 項目 Google  
Yahoo!
(YSA) 

Yahoo!
(YDA) 

Meta  LINE 

広告配信  カスタマーマッチ 

名称 
 Google 

カスタマーマッチ 
- 

Yahoo! ディスプレ
イ広告 カスタマー

マッチ 

Facebook  
カスタマー 

オーディエンス 

LINE広告 
カスタマー 

マッチ 

利用可能な
個人情報 

メールアドレス、電話
番号、住所など 

 
メールアドレス、電
話番号、住所など 

メールアドレス、電
話番号、Facebook 

アカウントなど 

LINE ID、メール
アドレス、電話番

号など 

コンバージョン 
計測 

メールアドレスや 
電話番号などの 

1st Party Dataを用いる

ブラウザ 拡張コンバージョン - 
コンバージョン 
詳細マッチング 

詳細マッチング 
（自動・手動）

Advanced 
Matching 

サーバー
拡張コンバージョン

API 
-  コンバージョンAPI 

コンバージョン 
API 

コンバージョン
API 

サーバー発行の 
1st Party Cookieを用い

る 
(ITP対象外）

サーバー
サーバーサイドGTM
を用いたコンバージョ

ン計測

Set-Cookie用の 
ファイルを設置す

る方法

Set-Cookie用の 
ファイルを設置す

る方法
-  - 

キャンペーンの 
学習最適化 

コンバージョン値による
最適化 

（Value Based 
 Bidding） 

計測方法 

CV時の送信 
事後の送信 
（店舗売上・ 
予測LTV） 

CV時の送信  -  CV時の送信  CV時の送信 

入札方法  目標ROAS入札  目標ROAS入札  -  目標ROAS入札  実施予定 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「カスタマーマッチ」によるターゲティング（Googleの場合） 

カスタマーマッチを利用することで、Cookieに依存しない形のターゲティングが可能  

データを共有したその顧客または類似した潜在顧客に広告配信が可能に  

デバイスを越え 
5つのプラットフォームで 

顧客にリーチが可能 

連携に必要なデータ 

● Google Search 

● DisPlay 

● Shopping 

● Email アドレス  

● デバイス ID 

お客様データ 
Google 

保有データ 

企業が保有している
メールアドレスや電話
番号 

Googleに登録しているメー
ルアドレスや電話番号 

広告配信対象 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● Youtube 

● Gmail 

● 住所 

● 電話番号 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拡張コンバージョン（コンバージョンAPI）とは 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● 暗号化された1st Party Data を活用しGoogle広告のCV計測の精度を向上  

● データをハッシュ化した上で安全な通信でGoogleプラットフォームにアップロード  

● 突合したデータをCV計測の補完に活用  

メールアドレス  電話番号 
居住地住所/ 

氏名 

広告主様データ  Googleデータ 

データマッチング

ハッシュ化   ハッシュ化  

双方のデータのマッチングをかけ、マッチした場

合にGoogle広告に反映 
※上記がマッチングに利用するキー 

　電話番号のみをキーにする事はできません。 

メールアドレス  電話番号 
居住地住所/ 

氏名 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コンバージョン値のインポートによる広告最適化

コンバージョンとしての活

用（１） 

キャンペーンA  購入 

中間CV 
（オーディエンストリガー）  

コンバージョンとしての活

用（２） 

キャンペーンA  購入 

中間CV 
（オーディエンストリガー） 

キャンペーンB 

既存のコンバージョンに浅めのコ
ンバージョンを加え入札目標に設
定する 

既存のコンバージョンとは別に 
浅めのコンバージョンを別キャン
ペーンで入札目標に設定する 

予測コンバージョンを活

用 

キャンペーンA  購入 

予測CV 
（予測オーディエンス） 

キャンペーンB 

既存のCVに加え、機械学習で予
測した将来のCVを加え、入札目
標に設定する 

GA4のCVコンバージョンデータ（シグナル）を 

Google広告の学習に活用することが可能 

53
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Online 

Offline Purchase

会員ID

Store

サイト内行動
情報

店舗で購入

サイト訪問

店舗訪問

購買情報を
Measurement 

Protocol
で送信

コンバージョン値のインポートによる広告最適化：オフラインコンバージョンの計測・活用

 店舗売上などのオフラインCVデータを連携させることで 
広告最適化を図る 

BigQueryを経由して
の送信も可能

来店/収益等

学習データとして
活用し入札を最適化



CONFIDENTIAL  55

3rd Party Cookie 

1st Party Cookie 

JSを用いた1st Party Cookie(パ

ラメータ付与) 
Webサーバーから発行する 

1st Party Cookie 

利用不可  24時間保持  ITPによる制限は受けない 
(保持期間は設定による)  

サイトワイドタグ AdWords 
Conversion Tag  
(レガシータグ)  

サーバーサイドタグ  

● Webサーバーから1st Party Cookieを発行する仕様を構築 

● JSを活用した1st Party CookieからWebサーバー側から発行する 

1st Party Cookieにすることでより正確な計測基盤を構築 

サーバーサイドGTMとは  



CONFIDENTIAL  56

Webブラウザ  Webサーバ 

GTM
タグ

①ページリクエスト  

②レスポンス(サイト表示)  

③タグをリクエスト  

④登録済みのタグを
サイトに返す  

⑤取得した  
情報を送信  

GA 

Webブラウザ  Webサーバ 

GTM 
タグ 

①ページリクエスト  

②レスポンス(サイト表示)  

③タグをリクエスト  

⑤取得した  
情報を送信  

GA 

④登録タグの
読み込みを

GCP上で実行  

広告主サブドメインを設定  

自社ドメインのサーバーサイドベースの1st Party 
Cookieにclient idを保存する仕組みを構築  

サーバーサイドGTMの仕組み  

従来の計測方法 
(JSベースのFirst Party cookie) 

 

新たな計測方法(sGTM) 
(サーバーサイドベースのFirst Party cookie) 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Safari 16.4リリースによる影響  

サイト計測の観点  広告計測の観点 

Cookieの 
有効期限が 
7日間から 

最長2年（※）に 

Google広告の 
CV計測が 

24時間※から 
90日間に 

ITPの影響を受ける前と同等の最長2
年のCookieを生成し、ユーザー行動
を従来どおり補足できるようになりま
す。 
※ブラウザによって期限が異なりま
す 

サーバーサイドからCookieを生成
することで、Google広告の設定に
準じた90日間のアトリビューション
計測が可能となります。 
※サイトワイドタグ使用時 

広告計測については、従来の最
大1日（24時間）ではなく、7日間
の有効期限となり優位性を持つ
ことができる 
 

Cookieの有効期限は 

7日間の制限のまま 

導 
入 
効 
果 

従来の最大1日（24時間）には戻らず、 

7日間の1st Party Cookie有効期限の制限 

Safari において、従来の1st Party 
Cookie の制限（７日間）と同様の影
響をうけるため、ユーザー行動の補
足に制限をうける 

有 
効 
期 
限 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対応案 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手法  ポイント 
Cookie保持期間 

GA  Google広告CV 

sGTMサーバーをWebサーバーと 

同じIPアドレス環境とする 

● リバースプロキシによりGA計測用リクエストを

sGTMサーバーへ転送 
最大400日  90日 

従来sGTMを継続 
● Google広告のCV計測用Cookieの有効期限

が7日間保持される※1 
7日  7日 

GTM計測へ切り戻す  ● Webコンテナでのcookieの発行に切り戻し※2  7日  1日 

GAで最大400日、Google広告で90日まで 
Cookie有効期限を一部環境にて延長可能 

※1　Google 広告CV計測の精度を高める施策としては有効ですが、リマーケティングは不可です。 
※2　切り戻す場合、ユーザー（ブラウザ）の保有するデバイスIDがリセットされるため、一時的に新規ユーザーが増加します。 

一部環境にて 
効果検証済 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3PCDにともなう
広告施策環境の
アーキテクチャ例
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サイト
来訪

サイト
回遊

会員データ 

購入

取引データ 

オフラインデータ 
（店舗等） 

● イベントデータ
● User ID / Googleシグナル
● 予測指標
● オーディエンストリガー
● コンバージョンインポート
● 同意モード
● sGTM

媒体データ 

広告

MA/接客

検索

レコメンド

UI/UX改善

● SF Marketing Cloud
● Firebase cloud/in-app messaging

● カスタマーマッチ
● 拡張コンバージョン
● Value Based Bidding

● Retail Search

● Recommendations AI

● VWO / Optimizely / ABtasty
● Firebase remote config

（A/Bテスト）

Source of truth

1st party データを活用におけるGoogleプロダクトの連携全体像 

3rd party
連携

● GA4 Audience API
● User data Export to BigQuery

（GA4）

可視化
● Looker Studio 

(Pro) / Looker / 
Tableau

機械学習
● BigQuery ML
● Vertex AI

（Generative AI）

データ
ガバナンス

● Data Plex
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サイト
来訪

サイト
回遊

会員データ 

購入

取引データ 

オフラインデータ 
（店舗等） 

● イベントデータ
● User ID / Googleシグナル
● 予測指標
● オーディエンストリガー
● コンバージョンインポート
● 同意モード
● sGTM

媒体データ 

広告

MA/接客

検索

レコメンド

UI/UX改善

● SF Marketing Cloud
● Firebase cloud/in-app messaging

● Retail Search

● カスタマーマッチ
● 拡張コンバージョン
● Value Based Bidding

● Recommendations AI

● VWO / Optimizely / ABtesty
● Firebase remote config

（A/Bテスト）

Source of truth

3rd party
連携

● GA4 Audience API
● User data Export to BigQuery

（GA4） 

可視化
● Looker Studio 

(Pro) / Looker / 
Tableau

機械学習
● BigQuery ML
● Vertex AI

（Generative AI）

データ
ガバナンス

● Data Plex
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1st party データを活用におけるGoogleプロダクトの連携全体像 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コンバージョンAPIへの対応
【API方式】

DBから直接送信するため、
CV数のロストが少ない

CV価値のインポート
（Value Based Bidding）

【事後送信あり】
店舗売上・予測LTVなどの

CV価値のデータを送信

サーバーサイド
Cookie対応

サーバーサイドGTM環境構築
＋

Safari 16.4対応（リバースプロキシ対応）

カスタマーマッチ
 Googleアナリティクスでの

オーディエンス作成

【タグ方式】
ブラウザ経由のCVイベント送信のためデー

タロストが多少あり

【事後送信なし】
トランザクション時のデータのみを送信

DWH側での
オーディエンス作成

パターン１ パターン２

アーキテクチャパターン一覧  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User-IDと顧客
データのマッチング

ハッシュ化された
顧客データの送信

カスタマーマッチ【パターン1】 
Googleアナリティクスでのオーディエンス作成
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オーディエンス IDと
User-ID出力

ユーザー提供データからの
カスタマーマッチ配信 ※Googleはいずれか

ユーザー提供データ＆
オーディエンス作成

DWH 

タグでの
顧客データ収集

（or Measurement Protocol） BigQuery Export の
ユーザーデータ  スキーマ

オーディエンスの作成・管理を
GA上で行うことができる
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リストデー
タ
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DWH 

顧客データの作成
（オーディエンス作成）

ハッシュ化された
顧客データの送信

お客様で保有されているCDP等に
て、リストデータを作成

カスタマーマッチ【パターン2】

 DWH側でオーディエンス作成
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sGTM

CRM 

トランザクション
データ FB用CAPI

sGTMタグ

Yahoo用CAPI
sGTMタグ

LINE用CAPI
sGTMタグ

Google用
拡張CV API
（要開発）

Measurement Protocol
（リアルタイム）

DBから直接送信するため、CV数
のロストが少ない

ハッシュ化された
メールアドレス

拡張CV・CAPI【パターン1】

【API方式】DBから直接送信するため、CV数のロストが少ない
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ユーザー提供データ

Facebook CVタグ

Yahoo! CVタグ

LINE CVタグ

Google Ads CVタグ

ブラウザ経由のCVイベント送信の
ためDB経由と比較すると
データロストが多少あり

ユーザー提供データからの
拡張コンバージョン送信

GAタグでの
顧客データ収集

（or Measurement Protocol）

CRM 

トランザクション
データ

ハッシュ化された
メールアドレス

※Googleはいずれか

拡張CV・CAPI【パターン2】

【タグ方式】ブラウザ経由のCVイベント送信のためデータロストが多少あり
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CRM 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基幹データ
テーブル

基幹データ
配置用ストレージ

売上・予測データ等のイ
ベントデータ送信

売上・成約データ

※事後送信が可能
なのはGoogleのみ

CV価値の
インポート

Web顧客識別子 BigQuery
エクスポート

予測LTV構築など

個人情報は使用しない形での
広告キャンペーンの最適化

CRMデータで保持している
店舗売上等のデータを
送信することが可能

CV価値のインポート【パターン1】

事後送信あり_店舗売上・予測LTVなどのデータを送信
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Facebook CVタグ
value値をセット

Yahoo! CVタグ
value値をセット

LINE CVタグ
value値をセット

Google Ads CVタグ
value値をセット

CRM 

トランザクション
データ

広告タグのみで対応可能

CV価値のインポート【パターン2】

トランザクション時のデータのみを送信
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サーバーサイドGTM環境開発（1）タグ配信環境構築からリバースプロキシ対策まで  

Webブラウザ  Webサーバ 

①ページリクエスト 

②ページ表示 

④GAタグがブラウザ行動をsGTM環境へ送信 

⑤行動データの 
転送 

sgtm.mydomain.co.jp 

Google Cloud 
（サーバーサイド環境） 

sGTM 
（sGTM用GCPプロジェクト）  

Cloud 
Logging

⑥1stPartyCookie発行 

googleanalytics.com www.mydomain.co.jp 

Cloud 
Monitoring

ログ計測 

監視 

アラート送信 

GTM 

③GTM起動 

GoogleCloud費用 
計測をおこなうリクエスト量に応じて、以下プロダクトでの従量課金
（月額コスト）が発生 
 
・sGTM用サーバー：Cloud Run 
・ログ計測：Cloud ロギング 
・監視＆アラート：Cloud モニタリング 
 
※運用時の概算コストについては要件定義後に算出させていただき
ます 

■Cookie有効期限の延長 
自社ドメインでのサーバーサイド環境が発行した1st 
Party Cookieにてclient idを保存 

3rd パーティー 1st パーティー 
■sgtm用サブドメイン割り当て 
sGTM用サーバが稼働するCloud Runへ、対象ドメインのsgtm用サブドメ
インを割り当てます 
※計測対象のドメイン数分のサブドメインの手配が必要です 

■ユーザー分析の断絶を回避 
1st Party Cookie（2年有効※）のclient id

によるユーザー識別 

69 

※ブラウザによって期限が異なります 

Cloud Run
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サーバーサイドGTMの構成とSafari 16.4リリースによる影響  

Webブラウザ  Webサーバ 

①ページリクエスト 

②ページ表示 

④GAタグがブラウザ行動を 
　sGTM環境へ送信 

⑤行動データの 
転送 

sgtm.mydomain.co.jp 
（IPアドレス：321.54.321.654） 

 

Google Cloud 
（サーバーサイド環境） 

sGTM 
（sGTM用GCPプロジェクト）  

Cloud 
Logging

⑥1stPartyCookie発行 

googleanalytics.com 

www.mydomain.co.jp 
（IPアドレス：123.45.123.456） 

 

Cloud 
Monitoring

ログ計測 

監視 

GTM 

③GTM起動 

■Cookie有効期限の延長 
7日間の1st Party Cookie有効期限の制限  

GoogleCloud上 （別IPアドレス）にsGTM用
サブドメインを割り当て  

70 

Cloud Run
Safariがメインコンテンツとは別のIPアドレ
スに送信されていることを確認  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CDN 
 

Webサーバ 

1stPartyCookie発行 

mydomain.com 

mydomain.com/metrics/* 

同一IPアドレスを保持 
IP:11.111.111.1 

sGTM GTM 

sgtm.mydomain.com/* 

● リバースプロキシ（CDNを中継サーバーとして活用）  
○ GA計測用リクエストをリクエストパス（/metrics/）で判別し、sGTMサーバーへ転送 

○ 代表的なCDN（CloudFrontやAkamai）で効果検証済　fastlyでの効果検証済み。Akamaiでは実現不可。 

analytics.com/* 

ロードバラン
サー 

IP:22.222.222.2 

サーバーサイドGTM環境開発（2）タグ配信環境構築からリバースプロキシ対策まで  

Akamaiでは、実現が難しいこ
とが確認できています 

（動的IPのため） 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イー・エージェンシーからのご支援
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プライバシー支援
3PCDにともなう

広告施策環境の構築
GA4・GTMの活用促進

73

ユーザー提供データ機能

PoC支援
カスタマーマッチ連携

コンバージョンAPI
（拡張CV）連携

サーバーサイドGTM
導入支援

コンバージョン価値

インポート（VBB）

同意管理ツール

プライバシー  ポリシー

改定支援

3PCDにともなう各種課題解決のご支援をいたします！
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おもてなしを科学する

ご案内の機会を頂戴しまして、誠に有難うございました。  

Googleアナリティクス360の運用・活用を通じて、成果最大化に貢献できるよう尽力してまいります。  

ご検討の程、何卒宜しくお願い申し上げます。


